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市川副町長

一
般
会
計

　

当
初
予
算
約
75
億
５
０
０

０
万
円
に
、
11
回
の
増
額
補

正
を
行
っ
て
、
最
終
予
算
額

は
１
０
０
億
７
５
７
６
万
円

で
す
。

　

歳
入
決
算
額
99
億
７
７
５

万
円
に
対
し
、
歳
出
96
億
９

０
２
万
円
を
引
い
た
額
が
２

億
９
８
７
３
万
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
は
３
億
８
０
３
０
万
円

（
写
真
文
化
首
都
創
成
館
事

業
な
ど
）
で
、
実
質
収
支
額

は
２
億
６
０
４
３
万
円
で
す
。

 

28
年
度
の
実
質
収
支
を
引

い
た
単
年
度
収
支
は
、
８
９

７
１
万
円
、
※
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
６
８
１
１
万
円

を
加
え
、
財
政
需
要
に
よ
り

１
３
３
９
万
円
取
崩
し
た
の

で
、
実
質
単
年
度
収
支
は
、

１
億
４
４
４
３
万
円
の
黒
字

で
す
。

歳
入

　

町
税
は
、
過
去
最
高
の
９

億
２
１
６
３
万
円
で
、
昨
年

よ
り
２
８
７
０
万
円
増
で

す
。　
　

　

個
人
町
民
税
１
６
６
５
万

円
増
、
固
定
資
産
税
３
３
６

万
円
増
で
す
。

　

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
は
、

※
起
債
の
補
て
ん
が
多
額
に

な
っ
て
、
前
年
比
１
億
３
１

５
２
万
円
増
で
、
26
億
１
７

４
４
万
円
、
特
別
交
付
税
も

留
学
生
支
援
・
地
方
創
生
推

進
交
付
金
で
大
き
く
伸
び
、

７
８
７
６
万
円
増
の
７
億
６

６
５
１
万
円
で
す
。

　

株
主
制
度
の
寄
付
金
が
伸

び
、
３
億
２
０
２
３
万
円
増

で
す
。

歳
出

　

公
債
費
（
借
金
返
済
）
は
、

昨
年
よ
り
１
億
９
１
０
０
万

円
増
で
、
長
期
の
償
還
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
７
４
０
０
万
円
減

で
、
補
助
費
２
億
５
３
０
０

万
円
増
は
、
国
の
交
付
金
・

補
助
金
を
受
け
て
実
施
し
た

事
業
分
の
増
加
で
す
。

基
金
の
状
況

　

３
月
末
で
、
21
億
４
４
０

５
万
円
、
※
出
納
整
理
期
間

中
積
立
を
含
め
て
、
21
億
６

１
６
１
万
円
で
す

※
土
地
開
発
基
金
の
積
立
を

含
め
る
と
、
22
億
７
６
１
６

万
円
で
、
３
４
１
０
万
円
減

っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

歳
出
総
額
１
億
９
６
４
８

万
円
で
す
。

　

使
用
料
の
収
入
は
、
１
億

１
０
６
６
万
円
で
、
国
の
補

助
金
は
２
０
８
２
万
円
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
３
８
６
３
万
円
で
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　

診
療
収
入
は
、
２
億
２
１

６
９
万
円
で
３
８
５
万
円
減

で
す
。

　

入
院
１
４
２
２
万
円
・
外

来
患
者
２
５
２
６
万
円
増
加

し
、
各
種
診
療
・
予
防
接
種

他
で
１
０
３
万
円
減
少
で
す
。

　

へ
き
地
直
診
調
整
交
付
金

８
５
６
９
万
円
が
交
付
さ
れ
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

９
３
５
４
万
円
で
す
。

　

９
月
14
日
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
他
２
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
市
川
副
町
長
の
説
明
・
安
井
代
表
監

査
委
員
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
18
・
19
日
に
、
各
課

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

21
日
の
本
会
議
で
は
、
３
会
計
の
決
算
を
、
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
。

※
財
源
不
足
に
備
え
る
た

め
、
決
算
剰
余
金
な
ど
を

積
み
立
て
、
財
源
が
不
足

す
る
年
度
に
活
用
す
る
目

的
の
基
金
で
す
。

※
確
定
し
た
歳
入
・
歳
出

で
、
未
収
未
払
の
現
金
出

納
を
、
翌
会
計
年
度
の
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
行
い
ま
す
。

※
起
債
（
町
の
借
金
）
を
、

国
も
一
部
負
担
し
て
く
れ

ま
す
。

※
土
地
購
入
資
金
の
積
み

立
て
で
す
。
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単位：千円

 （単位：千円）
会　　　　計　　　　別 歳　　　入 歳　　　出 残　　　高

1.　一 般 会 計 9,907,752 9,609,022 298,730
2.　公共下水道事業特別会計 206,850 196,483 10,367
3.　東川町立診療所特別会計 456,350 421,897 34,453

合 　 　 　 計 10,570,952 10,227,402 343,550
前 　 年 　 度 9,104,181 8,836,704 267,477
比 較 増 減 額 1,466,771 1,390,698 76,073

（単位：千円・％）
年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

町 税 867,697 856,772 880,658 892,932 921,631
分担金及び負担金 34,962 41,952 37,822 37,379 34,230
使用料及び手数料 142,207 145,094 157,941 210,623 237,871
財 産 収 入 62,050 31,913 26,187 48,375 67,964
寄 附 金 28,548 29,973 113,256 184,493 504,722
繰 入 金 772,658 303,036 165,728 497,275 798,774
繰 越 金 171,871 486,077 129,627 161,226 182,202
諸 収 入 233,241 268,443 222,477 242,113 241,229

計
22.77 25.98 23.09 26.78 30.16

2,313,234 2,163,260 1,733,696 2,274,416 2,988,623

不動産売払収入
を除いた計

22.43 25.91 23.06 26.59 30.05
2,278,220 2,157,429 1,731,660 2,258,260 2,977,580

歳 入 決 算 額 10,158,015 8,326,862 7,507,902 8,494,282 9,907,752

区分

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

歳　入

歳　出

自主財源 30.2％

消費的経費 50.8％

その他 10.1％

■■町税921,631　9.3％

■■繰入金798,774　8.1%
■■諸収入241,229　2.5%

□□繰出金
　163,891 1.7％

■■積立金・その他
　810,932　8.4％

■■地方交付税
　3,383,949　34.2%　

■■補助事業
　1,687,531 17.6%
■災害復旧事業
　134,997 1.4%

■■維持補修費・扶助費
　546,919 5.7%

■■その他265,116
　2.6%
■■町債1,680,761
　17.0%

■■国・道支出金
　1,589,303　16.0%

■■その他789,118
　7.9%

■■単独事業等
　551,996 5.7%

■■元金
　1,305,270 13.6％　1,305,270 13.6％

■■利子
　75,759 0.8％

■■使用料・手数料
　237,871　2.4%

■■人件費
　843,905 8.8%

■■物件費
　1,548,905 16.1%

■■補助費
　1,938,937 20.2%

公債費 14.4％

依存財源 69.8％

投資的経費 24.7％

歳入総額
9,907,752千円
100.0％

歳出総額
9,609,022千円
100.0％
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● 第３回定例会を、平成30年９月14 ～ 21日に開催しました。
● ７名の議員が、一般質問をしました。
● 平成29年度一般会計・２特別会計の決算を認定しました。
● 平成30年度一般会計補正予算案・条例案・人事案件・報告などについて審議し、原案可決また
は承認済・報告済としました。

●　1件の意見書を、採決しました。

一
般
会
計
補
正　

第
５
号

　

８
４
８
１
万
円
増
額
し
、

総
額
は
85
億
７
３
９
８
万
円

で
す
。

歳
出

①
災
害
対
策
・
防
災
対
策

（
７
２
０
万
円
）

　

台
風
21
号
の
暴
風
被
害
、

胆
振
東
部
地
震
の
停
電
に
応

急
対
応
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
応
し
た
職
員
関
係

費
・
防
災
機
材
購
入
・
風
倒

木
処
理
費
な
ど
で
す
。

　

今
後
に
備
え
、
防
災
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
地
区
コ
ミ
セ
ン

の
運
搬
車
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
備
品
も
購
入
し
ま
す
。

②
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修

（
１
５
０
０
万
円
）

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
要
望
を

受
け
、
物
品
庫
（
旧
公
衆
浴

場
）
の
図
書
を
移
動
し
て
、

娯
楽
室
に
改
修
し
、
機
械
室

を
物
品
庫
に
改
修
し
ま
す
。

　

道
補
助
金
２
分
の
１
が
付

き
ま
す
。

③
情
報
通
信
基
盤
整
備

（
３
５
０
万
円
）

　

６
月
中
旬
、
雪
解
け
に
よ

る
が
け
崩
れ
で
、
天
人
峡
か

ら
旭
岳
温
泉
へ
の
光
ケ
ー
ブ

ル
予
備
の
線
が
、
破
損
し
た

の
で
改
修
し
ま
す
。

④
留
学
生
支
援（４

０
１
万
円
）

　

町
立
日
本
語
学
校
の
長
期

学
生
増
で
、
入
学
金
・
授
業

料
・
寮
費
・
生
活
支
援
の
奨

学
金
分
を
増
額
し
ま
す
。

　

特
別
交
付
税
で
、
相
当
分

が
入
り
ま
す
。

⑤
地
域
お
こ
し
協
力
隊
自
立

支
援　
　
　
（
２
０
０
万
円
）

　

２
名
が
、
任
期
満
了
後
、

町
内
で
起
業
し
ま
す
。

　

１
名
は
英
会
話
教
室
、
１

名
は
映
像
関
係
事
業
で
す
。

⑥
循
環
型
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
推
進（

４
０
０
万
円
）

　

東
町
会
館
横
に
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
滞
在
受
入
施

設
」
の
建
設
を
、
当
初
予
算

で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

納
屋
の
解
体
・
移
設
な
ど

を
手
作
業
で
行
う
た
め
、
工

事
費
が
増
額
し
ま
し
た
。

　

増
額
分
財
源
は
町
債
で
す
。

第
３
回
定
例
会

Ｑ
（
藤
倉
智
恵
子
議
員
）

　

風
倒
木
の
場
所
と
委
託

先
は
ど
こ
で
す
か
。

Ａ
（
企
画
総
務
課
長
）

公
共
施
設
11
ヵ
所
で
す
。

　

建
設
業
協
会
を
通
し
て
、

町
内
建
設
会
社
・
土
木
関

連
会
社
が
処
理
し
ま
し
た
。

Ｑ
（
正
満
正
義
議
員
）

　

納
屋
１
つ
壊
す
の
に
４

０
０
万
円
は
高
す
ぎ
ま
せ

ん
か
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

　

旧
岡
澤
納
屋
の
、
柱
・

梁
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

き
れ
い
に
外
し
て
現
地
で

清
掃
、
運
搬
費
な
ど
で
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

旧岡澤宅納屋内部

第3回第3回　　定例会を開催定例会を開催第3回第3回　　定例会を開催定例会を開催
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⑦
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
構
築（

２
９
５
１
万
円
）

　

地
域
再
生
計
画
の
名
称
を
、

「
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
、
地
方
創
生
実
現
に
向

け
て
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
２
分
の
１
、

特
別
交
付
税
４
分
の
１
で
す
。

　

社
団
法
人
「
東
川
町
コ
ン

ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
推

進
機
構
」
を
、
町
・
振
興
公

社
・
商
工
会
な
ど
の
代
表
者

な
ど
で
設
立
、
本
年
度
は
準

備
期
間
と
し
て
、
構
想
・
意

識
調
査
・
指
標
開
発
調
査
・

地
域
経
済
構
造
分
析
や
経
済

波
及
効
果
の
検
討
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

⑧
介
護
・
訓
練
等
給
付

（
３
２
３
万
円
）

　

平
成
29
年
度
分
の
障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
道
負
担
金

等
を
、
実
績
に
よ
り
返
還
し

ま
す
。

⑨
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
改
修

（
５
４
０
万
円
）

　

７
月
の
大
雨
時
に
雨
漏
り

が
ひ
ど
い
状
況
な
の
で
、
屋

根
の
改
修
工
事
を
し
ま
す
。

⑩
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
外
溝
整
備

（
５
８
０
万
円
）

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
の
講
堂

と
練
成
館
の
間
を
舗
装
、
カ

フ
ェ
・
ワ
ッ
カ
と
旧
食
堂
間

の
芝
生
化
、
練
成
館
横
遊
歩

道
の
舗
装
整
備
工
事
を
追
加

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

財
源
の
90
％
が
町
債
で
す
。

⑪
中
学
校
吹
奏
楽
部
全
国
大

会
等
派
遣
補
助
金

（
１
５
０
万
円
）

　

吹
奏
楽
部
が
東
日
本
大
会

（
仙
台
市
）
に
出
場
す
る
た

め
、
旅
費
な
ど
補
助
し
ま
す
。

⑫
災
害
復
旧
費

（
１
０
１
０
万
円
）

　

７
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た

農
地
の
復
旧
工
事
を
、
３
号

補
正
で
専
決
し
て
、
上
岐
登

牛
地
区
の
復
旧
工
事
５
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
、
現
地
調
査
で
、

設
計
額
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

上
岐
登
牛
長
瀬
地
先
分
が

１
７
０
万
円
、
東
５
号
紙
谷

地
先
分
が
３
７
０
万
円
、
西

５
号
樽
井
地
先
分
が
９
７
０

万
円
、
計
１
５
１
０
万
円
と

な
り
、
不
足
分
の
増
額
で
す
。

　

国
庫
補
助
金
は
50
％
で
す
。

⑬
診
療
所
会
計
操
出
金

（
△
１
３
４
１
万
円
）

　

前
年
度
会
計
繰
越
金
の
確

定
に
伴
い
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
を
減
額
し
ま
す
。

歳
入

　

補
正
後
の
普
通
交
付
税
留

保
額
は
３
８
４
４
万
円
で
す
。

　

特
別
交
付
税
は
、
留
学
生

支
援
で
80
％
の
３
２
０
万
円
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
自
立
支

援
全
額
の
２
０
０
万
円
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
の
新
規

事
業
分
25
％
の
７
３
８
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
国
庫
補
助
金
の
地

方
創
生
推
進
交
付
金
は
、
新

規
採
択
分
と
し
て
事
業
費
の

50
％
で
す
。

　

農
地
被
災

に
伴
う
復
旧

工
事
の
国
負

担
分
は
50
％

で
す
。

　

老
人
保
健

セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
事

業
、
国
負
担

分
は
50
％
で

す
。

　

繰
越
金
は
、

前
年
度
会
計

の
確
定
に
伴

い
、
２
億
６

０
４
３
万
円

に
な
り
ま
し

た
。

　

公
営
住
宅

債
は
、
国
庫

補
助
対
象
で
、
充
当
率
１
０

０
％
で
す
。

　

農
地
被
災
復
旧
工
事
分
は
、

補
助
金
を
引
い
た
額
の
90
％

の
充
当
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
現
在
高

は
３
億
１
９
０
０
万
円
程
度
、

繰
入
予
定
額
ゼ
ロ
で
、
前
年

度
会
計
繰
越
金
の
留
保
額
は

３
６
７
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

中学校吹奏楽（東日本吹奏楽コンクールで銀賞）

Ｑ
（
藤
倉
智
恵
子
議
員
）

　

何
人
で
何
日
分
で
す
か
。

Ａ
（
学
校
教
育
課

教
育
推
進
室
長
）

　

生
徒
34
人
顧
問
３
人
、

３
泊
４
日
分
で
す
。

Ｑ
（
藤
原
啓
子
議
員
）

　

全
国
大
会
に
つ
い
て
、

全
額
町
負
担
に
す
る
こ
と

を
検
討
し
ま
せ
ん
で
し
た

か
。

Ａ
（
学
校
教
育
課

教
育
推
進
室
長
）

　

経
費
の
75
％
町
、
25
％

保
護
者
負
担
で
、
過
去
の

全
国
大
会
と
、
同
じ
形
で

す
。

定例会
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診
療
所
会
計
補
正　

第
１
号

　

１
０
５
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
４
億
３
７
０
５
万
円

で
す
。

　

29
年
度
決
算
確
定
に
伴
い

繰
越
金
を
増
額
、
一
般
会
計

繰
入
金
を
減
額
し
ま
す
。

　

前
年
度
会
計
か
ら
の
繰
越

金
は
、
当
初
２
０
０
０
万
円

の
予
定
で
し
た
が
、
３
４
４

５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
当
初
１
億
２
６
０
万
円

で
し
た
が
、
８
９
１
９
万
円

に
減
額
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
開
始
の
た
め
、

臨
職
を
１
人
雇
用
し
ま
す
。

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
に
岡
本
美
佳
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

条
例
改
正

職
員
給
与
に
関
す
る
条
例

　

時
間
外
勤
務
手
当
の
計
算

に
、
寒
冷
地
手
当
な
ど
を
含

め
る
改
正
で
す
。

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家
族
旅

行
村
条
例

　

建
設
中
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト

を
含
め
て
、
ス
キ
ー
場
の
利

用
料
金
を
見
直
し
ま
し
た
。

農
地
災
害
復
旧
事
業

（
１
５
１
０
万
円
）

　

７
月
２
・
３
日
の
豪
雨
に

よ
る
農
地
災
害
に
つ
い
て
、

応
急
復
旧
工
事
計
画
を
定
め

ま
す
。

①
東
５
号
地
区

東
５
号
北
30
番
地
、
紙
谷

氏
地
先
は
、
倉
沼
川
氾
濫

に
よ
る
土
砂
堆
積
・
畦
畔

流
出
で
、
０
・
５
９
ha
、

事
業
費
３
７
０
万
円

②
上
岐
登
牛
地
区

東
３
号
北
７
線
長
瀬
氏
地

先
は
、
隣
接
山
地
か
ら
の

流
入
に
よ
り
、
耕
土
・
畦

畔
が
流
出
、
農
地
の
土
砂

堆
積
・
排
水
路
の
埋
塞
の

被
害
で
、
０
・
１
１
ha
、

事
業
費
１
７
０
万
円

③
西
５
号
地
区

西
５
号
北
41
番
地
、
樽
井

氏
地
先
は
、
①
と
同
じ
状

況
で
、
１
・
７
８
ha
、
９

７
０
万
円

　

工
事
期
間
は
、
平
成
30
年

９
〜
11
月
で
す
。

　

90
％
以
上
の
国
の
補
助
を

想
定
し
て
い
ま
す

中
心
市
街
地
公
共
公
園
整
備

工
事
２
工
区

　

平
成
30
年
５
月
12
日
議
決

の
工
事
契
約
金
額
を
、
専
決

処
分
で
変
更
し
ま
し
た
。

　

９
１
８
０
万
円
に
83
万
円

増
額
し
て
、
９
２
６
３
万
円

で
す
。

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
の
銘
板
に
、

夜
間
で
も
わ
か
る
よ
う
、
照

明
器
具
を
付
け
ま
し
た
。

　

設
置
予
定
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
基
礎
と
照
明
設
置
も
追

加
し
ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会

（
８
月
10
日
）

一
般
会
計
補
正　

第
３
号

　

７
月
２
〜
５
日
の
大
雨
で

道
路
・
河
川
・
農
地
に
大
被

害
を
受
け
、
早
急
に
応
急
工

事
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
付
で
補
正
予
算

を
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

　

１
億
３
７
９
５
万
円
増
、

総
額
84
億
６
９
９
７
万
で
す
。

①
防
災
対
策（１

１
７
５
万
円
）

　

災
害
対
応
の
職
員
経
費
、

避
難
所
開
設
・
防
災
機
材
・

仮
設
安
全
対
策
費
、
土
の
う

設
置
・
砂
利
の
購
入
費
で
す
。

　

道
道
崩
落
の
通
行
止
め
で
、

天
人
峡
地
区
避
難
支
援
と
し

て
、
天
人
閣
・
し
き
し
ま
荘

に
、
宿
泊
１
２
０
人
分
１
人

５
０
０
０
円
を
交
付
し
ま
す
。

②
災
害
復
旧
費

（
１
億
２
６
２
０
万
円
）

　

西
５
号
五
月
橋
、
世
木
沢

道
路
、
上
岐
登
牛
道
路
、
西

６
号
道
路
な
ど
、
早
急
に
対

応
が
必
要
な
路
線
の
補
修
工

Ｑ
（
藤
倉
智
恵
子
議
員
）

　

値
上
げ
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

　

シ
ー
ズ
ン
券
・
ナ
イ
タ

ー
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
値
上

げ
で
も
、
利
便
性
も
上
が

っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
シ
ー
ズ
ン
券
１
万

円
・
子
ど
も
シ
ー
ズ
ン
券

１
０
０
０
円
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

町
外
の
方
の
値
上
げ
で
、

集
客
に
問
題
な
い
で
す
か
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

　

旭
川
市
内
の
ス
キ
ー
授

業
の
利
用
が
非
常
に
増
え

て
い
ま
す
。

　

回
数
券
や
時
間
券
は
値

下
げ
し
た
の
で
、
影
響
は

出
な
い
と
思
い
ま
す
。

せんとぴゅあ銘板

定例会
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事
及
び
測
量
設
計
費
な
ど
、

道
路
・
橋
り
ょ
う
で
１
億
６

５
０
万
円
で
す
。

　

河
川
は
、
幌
倉
沼
川
・
北

２
線
川
の
応
急
仮
設
と
、
町

管
理
河
川
復
旧
の
測
量
設
計

で
１
１
２
０
万
円
で
す
。

　

農
業
施
設
で
は
、
災
害
復

旧
工
事
の
調
査
設
計
３
５
０

万
円
、
長
瀬
地
先
農
地
の
応

急
工
事
分
５
０
０
万
円
で
す
。

　

補
助
災
害
事
業
と
し
て
認

定
さ
れ
る
と
、
事
業
費
の
８

割
が
補
助
金
で
交
付
さ
れ
、

残
２
割
は
全
額
災
害
復
旧
債

を
充
当
、
償
還
額
の
95
％
は

次
年
度
以
降
、
普
通
交
付
税

で
措
置
さ
れ
、
結
果
99
％
が

財
源
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

国
庫
補
助
採
択
基
準
に
満

た
な
い
、
単
独
災
害
復
旧
事

業
と
な
っ
た
場
合
は
、
１
０

０
％
に
災
害
復
旧
債
を
充
当

す
る
こ
と
が
で
き
、
普
通
交

付
税
に
よ
る
補
填
は
設
計
費

が
95
％
、
工
事
費
は
約
50
％

が
基
本
で
す
。

　

特
別
交
付
税
で
も
災
害
復

旧
の
種
別
に
応
じ
た
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
７

月
24
日
対
象
を
全
国
と
し
て
、

「
激
甚
災
害
」
と
す
る
閣
議

決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
激
甚
指
定
に
よ
る

補
助
率
、
災
害
査
定
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
を
決
定
し
、

改
め
て
補
正
予
算
に
計
上
し

ま
す
。

一
般
会
計
補
正　

第
４
号

　

１
９
１
９
万
円
増
額
し
、

総
額
は
84
億
８
９
１
６
万
円

で
す
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
自
立

支
援　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

　

任
期
満
了
の
協
力
隊
員
が
、

宿
泊
業
を
起
業
し
て
自
立
し

ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
推
進
事
業

（
１
８
１
９
万
円
）

　

都
市
部
の
若
者
が
、
地
域

で
、
働
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
、

地
域
と
関
わ
る
機
会
を
提
供

す
る
地
方
公
共
団
体
の
取
組

み
に
対
し
て
、
支
援
し
ま
す
。

　

特
別
交
付
税
で
、
基
本
の

経
費
上
限
１
５
０
０
万
円
に
、

参
加
者
の
滞
在
日
数
×
５

０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
、
全

額
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
は
、
３
事
業
で
活
用

を
図
り
ま
す
。

①
ス
キ
ー
場
運
営
補
助

②
日
本
語
留
学
生
に
日
本
文

化
を
伝
え
る
人
材

③
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
通
訳
の

確
保
で
す
。

　

現
在
２
人
応
募
が
来
て
い

ま
す
。

　

滞
在
し
な
が
ら
、
町
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
ス
キ

ー
場
運
営
な
ど
、
必
要
な
人

材
と
し
て
、
将
来
の
移
住
に

よ
る
人
口
増
加
、
優
秀
な
人

材
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事

業
と
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
振

興
公
社
へ
委
託
し
、
参
加
者

の
滞
在
場
所
の
確
保
、
活

動
・
研
修
・
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

臨時会

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

詳
細
な
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ
（
定
住
促
進
課
長
）

　

３
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

１
つ
は
、
ス
キ
ー
リ
フ

ト
の
運
営
補
助
で
、
１
ヵ

月
３
人
が
５
ヵ
月
で
15
人

分
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
竹
と
ん
ぼ

や
か
る
た
な
ど
の
遊
び
を

通
し
て
、
留
学
生
に
日
本

文
化
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
特
別
講
座
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
や

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

総
勢
21
人
の
予
定
で
、

受
け
入
れ
を
振
興
公
社
に

委
託
し
、
滞
在
中
は
、
振

興
公
社
で
賃
金
を
支
払
っ

て
、
東
川
町
で
生
活
し
ま

す
。

万年橋から見た倉沼川（７月４日）
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林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で

内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た
。

監査委員の審査報告・意見書

一
般
会
計
決
算 

　

写
真
文
化
首
都
創
生
館
整

備
事
業（
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
）

の
大
型
事
業
が
実
施
さ
れ
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
・

道
の
補
助
金
や
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

決
算
額
も
対
前
年
13
億
４

８
８
４
万
円
増
と
大
幅
に
伸

び
て
い
る
。

　

消
費
的
経
費
や
公
債
費
の

ウ
エ
イ
ト
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
今
後
も
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

　

経
常
的
経
費
を
極
力
抑
制

す
る
な
ど
、
財
政
健
全
化
に

向
け
よ
り
一
層
の
努
力
が
望

ま
れ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算

　

不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
た

こ
と
で
、
旭
岳
温
泉
処
理
区

の
滞
納
繰
越
分
の
未
納
額
は

０
円
と
な
っ
た
。

　

収
入
未
済
額
は
、
現
年
度

分
０
円
、
滞
納
繰
越
分
０
円

と
も
に
収
納
率
１
０
０
％
と

な
っ
た
。

診
療
所
特
別
会
計
決
算

　

入
院
・
外
来
の
患
者
数
が

伸
び
た
こ
と
で
総
額
３
８
４

５
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　

４
月
か
ら
本
格
稼
働
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

治
療
機
器
な
ど
の
充
実
、
高

齢
者
医
療
費
助
成
事
業
、
無

料
送
迎
の
充
実
な
ど
の
取
組

み
に
よ
り
増
加
し
た
。

土
地
開
発
基
金
運
用
状
況

　

運
用
は
設
置
目
的
に
沿
っ

て
正
規
な
手
続
き
に
従
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

監
査
委
員
の
意
見　
平
成
29
年
度

安井代表監査委員

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木

材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
山
村
地
域
を
中

心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡

大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

道
で
は
、
森
林
の
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
と
森
林
資

源
の
循
環
利
用
の
実
現
に
向

け
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治

山
事
業
や
林
業
成
長
産
業
化

総
合
対
策
事
業
等
を
活
用
し
、

植
林
・
間
伐
や
路
網
の
整
備
、

山
地
災
害
の
防
止
、
木
造
公

共
施
設
の
整
備
、
林
業
事
業

体
の
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森

林
整
備
の
着
実
な
推
進
や
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ

る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
施

策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

１
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を

持
続
的
に
発
揮
し
、
森
林

・
木
材
産
業
の
振
興
と
山

村
に
お
け
る
雇
用
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
森
林
整

備
事
業
及
び
治
山
事
業
の

財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的

に
確
保
す
る
こ
と
。

２
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
通
じ
て
林
業
・
木
材
産

業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

す
る
た
め
、
地
域
の
実
情

を
十
分
に
踏
ま
え
、
森
林

整
備
か
ら
木
材
の
加
工
・

流
通
、
利
用
ま
で
の
一
体

的
な
取
り
組
み
や
森
林
づ

く
り
を
担
う
林
業
事
業
体

や
人
材
の
育
成
に
必
要
な

支
援
措
置
を
充
実
・
強
化

す
る
こ
と
。
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質　

問

　

道
教
育
委
員
会
は
、
今
年

二
月
に
千
歳
科
学
技
術
大
学

と
連
携
協
力
し
、
地
域
を
問

わ
ず
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
各
学
校
の
教
育
活
動
の

充
実
に
向
け
た
活
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

と
は
、
Ｐ
Ｃ
や
モ
バ
イ
ル
端

末
な
ど
の
電
子
機
器
（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
な
ど
を
含
む
）
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
行
う
学

習
で
す
。

　

学
習
で
き
る
内
容
は
、
英

語
と
数
学
の
問
題
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
て
、
英
語
は
英

検
準
２
級
か
ら
英
検
５
級
ま

で
の
筆
記
と
リ
ス
ニ
ン
グ
に

関
す
る
問
題
で
、
数
学
は
四

則
計
算
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

間
違
え
た
場
合
は
く
り
返

し
て
学
習
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
子
ど

も
の
解
答
状
況
か
ら
理
解
度

を
判
断
し
て
、
正
解
率
が
上

が
る
と
難
し
い
問
題
、
下
が

る
と
や
さ
し
い
問
題
を
出
題

す
る
な
ど
、
一
人
一
人
に
合

っ
た
問
題
を
出
す
そ
う
で
す
。

　

教
育
委
員
会
が
道
教
委
に

利
用
申
請
し
、
費
用
負
担
は

無
料
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
お
考
え
が
あ
る
か
お
伺
い

し
ま
す
。

教
育
長

　

道
教
委
は
、
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
を
目
的
に
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
と
題
し
た

問
題
を
作
成
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で

公
開
・
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
ス
タ
ー
ト
時

か
ら
全
て
の
小
中
学
校
で
取

組
ん
で
い
ま
す
が
、
集
計
・

分
析
結
果
か
ら
、
全
道
や
管

内
と
比
較
し
た
自
校
児
童
生

徒
の
基
礎
学
力
、
前
回
結
果

と
の
比
較
に
よ
る
学
習
定
着

状
況
な
ど
を
把
握
し
、
学
習

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
課
程
に
準
拠
し
た
内

容
の
各
教
科
の
ド
リ
ル
学
習

を
家
庭
に
い
な
が
ら
で
き
る
、

ラ
イ
ン
ズ
株
式
会
社
提
供
の

「
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ス
テ

ム
」
を
平
成
27
年
度
か
ら
導

入
し
て
お
り
、
緊
急
時
に
学

校
と
家
庭
の
連
絡
に
も
使
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
て
い
ま

す
。

　

本
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
導

入
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

よ
く
吟
味
し
、
有
効
性
や
必

要
性
を
確
か
め
、
導
入
の
可

否
を
判
断
し
ま
す
。

再
質
問

　

契
約
の
金
額
は
い
く
ら
で

す
か
。

　

道
議
会
文
教
委
員
会
で
生

涯
教
育
の
活
用
が
で
き
な
い

か
質
問
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
涯
学
習
課
長
か
ら
学
習
の

機
会
を
幅
広
い
分
野
で
提
供

す
る
に
あ
た
っ
て
広
域
分
散

型
の
地
域
に
対
応
し
学
習
環

境
の
充
実
が
必
要
で
今
後
多

く
の
道
民
の
方
々
に
活
用
し

て
い
く
た
め
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
生
涯
学
習
の
方
に
も
運

用
し
て
い
く
よ
う
な
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
生
涯
教
育
の
運
用
対

し
て
の
考
え
を
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長

　

小
学
校
は
75
万
１
０
７
５

円
、
中
学
校
は
19
万
６
２
３

３
円
で
す
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
新
し

い
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し

た
内
容
に
随
時
見
直
し
さ
れ

て
い
く
と
い
う
点
で
、
今
学

校
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

中
で
実
施
を
し
て
い
け
ま
す
。

　

開
発
さ
れ
て
年
数
が
経
っ

て
い
な
い
の
で
実
施
を
見
据

え
て
分
析
、
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
関
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
未
知
数
の
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一般質問
（７議員が登壇）

問問答答
ｅｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
は

ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
は

有
効
性
や
必
要
性
を
確
認
し
、判
断

有
効
性
や
必
要
性
を
確
認
し
、判
断

薦 田  敏 次
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質　

問

　

大
雪
旭
岳
源
水
は
加
熱
し

な
い
無
菌
充
填
方
式
を
採
用

し
た
水
で
す
。

　

Ｐ
ｈ
７
・
４
硬
度
94
（
中

硬
水
）
で
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ

ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
成
分

濃
度
が
２
対
１
に
な
る
理
想

的
な
ミ
ネ
ラ
ル
比
率
で
す
。

　

２
０
１
２
年
３
月
に
株
式

会
社
大
雪
水
資
源
保
全
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
資
本
金
５

問問答答
旭
岳
源
水
収
入
は

旭
岳
源
水
収
入
は

２
０
０
万
円
以
上
還
元

２
０
０
万
円
以
上
還
元

藤倉　智恵子

質　

問

　

75
歳
以
上
高
齢
者
が
診
療

所
を
受
診
し
た
場
合
の
窓
口

負
担
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
し
て
か
ら
２
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
制
度
に

よ
っ
て
受
診
患
者
の
利
用
増

加
、
経
営
の
安
定
化
に
繋
が

っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
ま
す
か
。

町　

長

　

こ
の
制
度
は
「
遠
く
の
病

院
よ
り
近
く
の
診
療
所
」
と

い
う
視
点
か
ら
、
早
期
診
断

に
よ
る
重
症
化
の
防
止
と
老

後
生
活
の
不
安
解
消
、
経
営

の
安
定
化
の
視
点
か
ら
身
近

な
「
か
か
り
つ
け
医
」
体
制

の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
期
間
を
３
年
と
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

問問答答
高
齢
者
福
祉
支
援
の
成
果
は

高
齢
者
福
祉
支
援
の
成
果
は

利
用
者
は

利
用
者
は
9090
％
超
％
超

堀 井 　義 鋪

　

利
用
者
は
90
％

を
超
え
て
推
移
し

て
お
り
、
問
題
に

な
っ
た
事
例
は
報

告
を
受
け
て
い
ま

せ
ん
。

　

新
規
に
実
施
す

る
場
合
に
は
試
行

的
な
期
間
を
も
っ

て
効
果
を
確
認
し
、

実
施
す
る
こ
と
が

良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

０
０
０
万
円
で
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
・
東
川
町
・
Ｊ
Ａ
ひ
が

し
か
わ
で
出
資
し
、
２
０
１

３
年
１
月
よ
り
操
業
開
始
し

ま
し
た
。

　

以
前
、
見
学
に
伺
っ
た
際
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
り
上
げ

を
還
元
し
た
い
と
い
う
お
話

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①
年
間
の
生
産
量
は
ど
の
く

ら
い
で
す
か
。

②
２
Ｌ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

本
当
た
り
０
・
５
円
の
寄
付

を
受
け
、
平
成
29
年
度
で
は

約
２
０
０
万
円
が

雑
収
入
で
上
が
っ

て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
ま
す
か
。

町　

長

①
大
雪
旭
岳
源
水

の
生
産
量
は

　

29
年
度
５
０
０

ml
ボ
ト
ル
１
６
８

万
本
、
２
Ｌ
ボ
ト

ル
は
３
７
５
万
本

で
す
。

大雪水資源保全センター（旭岳源水の工場） 東川町立診療所

一般質問
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質　

問

　

度
重
な
る
異
常
気
象
に
よ

る
災
害
が
頻
繁
に
起
き
て
い

ま
す
。

①
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
原
因
で
、
出
来
る
だ

け
排
出
を
抑
え
る
こ
と
と
同

時
に
吸
収
し
て
く
れ
る
森
林

育
成
が
重
要
で
す
。

　

町
の
面
積
の
７
割
が
山
林

で
す
が
、
森
林
の
整
備
育
成

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
倉
沼
川
の
大
幅
な
改
修
が

必
要
で
す
が
、
工
事
内
容
、

日
程
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長

①
森
林
育
成
は
「
森
林
価
値

の
向
上
、
環
境
保
全
、
災
害

防
止
」
の
視
点
か
ら
重
要
で

す
。

　

森
林
組
合
、
所
有
者
と
十

分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
７
月
の
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
農
地
な
ど
が
大
規
模
に

問問答答
森
林
及
び
河
川
整
備
を

森
林
及
び
河
川
整
備
を

早
期
の
実
施
に
向
け
て
検
討

早
期
の
実
施
に
向
け
て
検
討

由 川 　英 二

浸
水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
上
川
総
合
振
興
局

が
中
心
と
な
っ
て
「
ペ
ー
パ

ン
川
・
倉
沼
川
災
害
対
策
連

絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
防
止
と
人
命
保
護
の

視
点
か
ら
改
修
が
加
速
化
す

る
も
の
と
期
待
し
引
き
続
き

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
川
整
備
計
画
の
内
容
と

日
程
に
つ
い
て
は
、
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

早
期
の
実
施
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

　

26
年
度
１
４
８
万
円

　

27
年
度
１
８
５
万
円

　

28
年
度
２
０
０
万
円

　

29
年
度
２
０
９
万
円

　

還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

30
年
度
は
29
年
度
を
上
回

る
と
見
て
い
ま
す
。

②
使
途
は
森
林
保
全
な
ど
の

環
境
保
全
対
策
費
へ
充
当
し

て
い
ま
す
。

再
質
問

　

旭
岳
源
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
自
販
機
に
置
い
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

　

自
販
機
に
入
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
形
で
、
大
雪
旭
岳
源

水
が
入
れ
な
い
箇
所
も
あ
り

ま
す
。

　

公
共
施
設
を
回
っ
て
、
検

討
し
ま
す
。

東川町内の森林

倉沼川西10号付近復旧工事

一般質問
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

日
経
８
月
15
日
付
で
、
留

学
生
対
象
の
奨
学
金
に
つ
い

て
の
協
議
会
を
、
道
北
の
自

治
体
、
福
祉
施
設
で
作
る
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

町　

長

　

９
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
、

協
議
会
の
準
備
会
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

北
工
学
園
は
、
年
間
約
２
５

０
万
円
（
寮
費
含
）
か
か
り

ま
す
。

　

給
付
型
奨
学
金
は
、
留
学

生
中
心
で
、
一
定
期
間
道
内

の
、
奨
学
金
を
出
し
た
市
町

村
で
勤
務
し
ま
す
。

質　

問

　

外
国
人
だ
け
で
な
く
、
日

本
人
に
も
、
給
付
型
奨
学
金

が
あ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

町　

長

　

東
川
高
校
に
は
、
北
工
学

園
が
授
業
料
半
額
免
除
で
す
。

留
学
生
中
心
で
、
８
割
が
特

別
交
付
税
、
２
割
は
市
町
村

の
負
担
で
す
。

　

地
元
に
、
必
要
な
人
材
を

育
成
す
る
奨
学
金
を
出
す
こ

と
は
可
能
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

29
年
度
決
算
は
、
△
３
４

８
万
円
、
資
金
不
足
で
す
。

　

基
金
も
、
半
分
に
減
り
、

１
１
０
０
万
円
程
度
で
す
。

町　

長

　

介
護
保
険
で
、
想
定
し
た

ほ
ど
在
宅
介
護
が
進
ま
ず
、

苦
慮
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
は
国
の
制
度
を
活
用
し
、

人
件
費
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

質　

問

　

町
の
受
託
事
業
４
０
０
０

万
円
、
支
出
４
５
０
０
万
円

で
、
５
０
０
万
円
赤
字
で
す
。

　

旭
川
市
内
で
は
、
時
給
１

２
５
０
円
＋
交
通
費
で
結
果

１
３
０
０
円
以
上
で
も
、
ヘ

ル
パ
ー
不
足
で
す
。

　

社
協
募
集
で
、
ヘ
ル
パ
ー

時
給
１
１
５
０
円
、
確
保
で

き
な
い
実
態
で
す
。

　

待
遇
改
善
が
必
要
で
す
。

町　

長

　

介
護
人
材
育
成
は
緊
急
的

な
課
題
で
、
留
学
生
、
日
本

人
を
含
め
て
人
材
を
し
っ
か

り
確
保
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

社
協
の
賃
金
の
問
題
は
、

相
談
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り

と
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

問問答答
介
護
資
格
の
奨
学
金
、幅
広
く

介
護
資
格
の
奨
学
金
、幅
広
く

留
学
生
に
、奨
学
金
を
支
給

留
学
生
に
、奨
学
金
を
支
給

問問

問問

答答

答答

社
協
支
援
・

社
協
支
援
・

待
遇
は

待
遇
は

公
社
、賃
金
低
い

公
社
、賃
金
低
い

相
談
あ
れ
ば

相
談
あ
れ
ば

収
益
あ
れ
ば

収
益
あ
れ
ば

一
時
金

一
時
金

鶴 間 　松 彦

質　

問

　

町
の
か
な
り
の
事
業
を
担

っ
て
い
る
振
興
公
社
で
、
従

業
員
は
賃
金
が
低
く
、
生
活

が
大
変
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
は
公
社
株
88
％
の
大
株

主
、
一
般
的
に
、
振
興
公
社

は
東
川
町
の
子
会
社
で
す
。

　

大
株
主
の
東
川
町
が
、
大

き
な
発
言
力
を
持
ち
、
賃

金
・
仕
事
の
改
善
・
未
来
展

望
で
き
る
従
業
員
を
養
っ
て

い
く
点
で
、
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町　

長

　

公
社
職
員
の
賃
金
は
、
決

し
て
高
い
と
は
認
識
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

収
益
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
過
去
も
一
時
金
で
対
応

し
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な

賃
金
で
な
く
、
今
後
も
そ
の

形
と
思
い
ま
す
。

　

公
社
に
は
二
面
性
が
有
っ

て
、
公
共
的
な
も
の
を
管
理

運
営
す
る
面
、
民
間
的
な
収

益
を
上
げ
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
中
心
市
街
地
に
も

人
が
賑
わ
う
よ
う
な
応
援
を

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
雇
用
の
重
要
な
場
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
雇
用

を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
収
益

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

働
く
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

福祉専門学校の介護実習

一般質問



（13）東川町議会報 179 号

質　

問

　

７
月
２
・
３
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
倉
沼
川
が
決
壊
し
、

非
常
用
品
を
持
ち
出
す
準
備

（
飲
み
薬
等
）
が
出
来
な
い

ま
ま
避
難
を
し
た
方
が
い
ま

し
た
。

　

自
治
振
興
会
と
の
連
携

（
独
居
老
人
・
高
齢
者
・
障

が
い
者
各
世
帯
）
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町　

長

　

災
害
は
ま
ず
人
命
優
先
が

基
本
で
す
。

　

倉
沼
川
災
害
で
は
、
住
民

か
ら
川
の
状
況
が
異
常
で
あ

る
と
の
一
報
が
迅
速
に
対
応

で
き
た
一
つ
の
要
因
で
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推

進
会
議
で
も
「
地
域
力
」
を

生
か
し
た
対
応
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
な
ど
弱
者
世

帯
名
簿
の
作
成
と
各
自
治
振

興
会
と
の
情
報
共
有
な
ど
今

後
も
迅
速
か
つ
適
正
な
対
応

が
出
来
る
よ
う
一
層
の
連
携

に
努
め
ま
す
。

再
質
問

　

災
害
時
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
自
治
振
興
会
に
提
示
し

た
ら
ど
う
で
す
か
。

町　

長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
振

興
会
と
共
有
し
て
い
き
ま
す

が
、
時
々
の
災
害
状
況
な
ど
、

安
全
確
認
を
し
た
上
で
の
避

難
誘
導
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

質　

問

①
暗
渠
排
水
の
基
盤
掘
削
に

よ
っ
て
出
る
石
が
、
１
割
以

上
出
な
け
れ
ば
徐
礫
（
石
を

取
り
除
く
）
の
対
象
に
な
ら

な
い
、
と
の
説
明
で
す
が
暗

渠
の
上
だ
け
で
も
徐
礫
で
き

ま
せ
ん
か
。

②
10
年
後
水
田
農
家
戸
数
が

１
０
０
戸
程
度
と
な
り
、
そ

れ
以
後
も
減
少
の
一
途
で
す
。

③
全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
事

業
の
国
家
予
算
の
配
分
に
影

響
は
出
ま
せ
ん
か
。

町　

長

①
国
の
工
事
で
は
、
徐
礫
率

が
10
％
を
超
え
る
場
合
徐
礫

を
し
ま
す
。

　

暗
渠
排
水
の
基
盤
掘
削
に

よ
る
礫
も
概
ね
10
㎝
以
上
に

つ
い
て
は
施
工
業
者
が
徐
礫

し
ま
す
。

②
「
東
川
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
も
１
０
０
戸
を
下
回
る
予

測
で
す
。

　

全
町
水
稲
面
積
２
８
０
０

ha
は
90
戸
程
度
で
カ
バ
ー
で

き
ま
す
。
現
在
は
農
地
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

農
業
関
係
団
体
と
十
分
に

連
携
し
て
行
き
ま
す
。

③
国
家
予
算
の
配
分
に
は
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答
豪
雨
災
害
の
避
難
方
法
は

豪
雨
災
害
の
避
難
方
法
は

地
域
力
を
生
か
し
た
対
応

地
域
力
を
生
か
し
た
対
応

正 満 　正 義

問問答答
農
地
再
編

農
地
再
編

ど
う
な
る

ど
う
な
る

問
題
は

問
題
は

最
小
限
に

最
小
限
に

再
質
問

　

工
事
現
場
で
の
専
門
技
師

の
増
員
を
お
願
い
し
た
い
。

町　

長

　

町
・
農
協
・
土
地
改
良
区

等
で
増
員
の
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

西５号五月橋付近災害（７月３日）

一般質問
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質　

問

　

本
町
の
消
防
団
員
は
有
事

を
除
い
て
も
、
年
に
約
30
日

程
の
出
役
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
火
災
発
生
率
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

一
昨
年
や
今
年
７
月
の
豪
雨

災
害
で
の
出
動
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

分
団
や
個
人
に
は
活
動
に

応
じ
た
手
当
や
年
報
酬
が
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
年
報
酬
は

平
成
８
年
、
出
動
手
当
は
平

成
10
年
に
改
正
さ
れ
、
今
日

ま
で
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く

22
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
規
団
員
の
確
保

と
各
分
団
の
維
持
管
理
は
必

ず
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
独
自
で
も
新
た
な
活

動
支
援
が
急
務
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。町　

長

　

消
防
団
員
は
本
業
を
持
ち

な
が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た

折
に
は
重
大
な
任
務
を
担
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
的
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
活
動
色
が
強
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

年
報
酬
と
出
動
費
用
弁
償

は
大
雪
消
防
組
合
の
条
例
で

定
め
ら
れ
、
改
正
に
は
大
雪

消
防
組
合
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
火
災
関
連
の
ほ

か
、
河
川
災
害
、
山
岳
事
故

な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

出
動
区
分
に
応
じ
た
費
用

負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
町
と
協
議
し
、
総
合
的

に
検
討
協
議
し
ま
す
。

　

出
動
の
区
分
な
ど
で
、
他

の
町
が
賛
同
し
な
く
て
も
、

わ
が
町
の
特
殊
事
情
だ
と
い

う
こ
と
で
消
防
の
事
務
局
と

検
討
し
ま
す
。

質　

問

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
い

う
企
画
提
案
型
の
方
法
は
価

格
以
外
の
要
素
の
割
合
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ん

で
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
随

意
契
約
の
方
法
に
は
、
専
門

的
な
設
計
業
務
に
つ
い
て
は

業
者
指
名
、
企
画
提
案
と
施

工
を
一
体
化
し
た
も
の
は
一

般
公
募
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
民
間
企
業
な

ら
で
は
の
、
優
れ
た
想
像
力
、

技
術
力
、
経
験
力
で
、
最
高

の
事
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
売
却
の
場
合
は
一

般
公
募
で
、
企
画
提
案
と
持

続
発
展
す
る
町
づ
く
り
を
重

視
し
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

落
札
理
由
な
ど
の
情
報
提

供
は
可
能
で
す
か
。

町　

長

　

一
般
に
公
開
し
て
内
容
は

見
て
も
ら
う
事
も
し
て
い
ま

す
。
希
望
に
応
じ
て
公
開
も

で
き
ま
す
。

長
原
副
町
長

　

予
定
価
格
は
町
で
も
っ
て

お
り
、
最
優
秀
者
と
交
渉
す

る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

畑 中 　雅 晴

問問

問問

問問

答答

答答

答答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、

基
準
は

基
準
は

消
防
団
員
手

消
防
団
員
手

当
の
新
設
を

当
の
新
設
を

指
定
管
理

指
定
管
理

の
考
え
は

の
考
え
は

効
果
を
重
視

効
果
を
重
視

関
係
町
と
協

関
係
町
と
協

議
、
検
討

議
、
検
討

雇
用
、
地
場

雇
用
、
地
場

産
に
貢

産
に
貢
献献

質　

問

　

指
定
管
理
者
制
度
は
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
、
民
間

会
社
や
法
人
に
包
括
的
に
代

行
で
き
る
制
度
で
、
管
理
運

営
の
負
担
の
軽
減
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

本
町
で
も
指
定
管
理
が
行

わ
れ
、
多
く
は
振
興
公
社
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　

公
募
に
よ
り
民
間
の
協
力

も
考
え
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

維
持
管
理
の
確
保
は
大
き

な
行
政
課
題
で
す
。

　

民
間
企
業
に
出
来
て
行
政

に
出
来
な
い
と
い
う
発
想
を

改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

東
川
振
興
公
社
に
指
定
管

理
を
行
い
、
地
元
雇
用
の
確

保
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地

場
産
業
の
育
成
に
貢
献
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

消防団訓練

一般質問
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老
朽
化
に
伴
い
、
林
野
庁

の
交
付
金
事
業
で
避
難
所
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
と

し
て
平
成
27
年
に
４
月
に
開

館
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
も
出
来
る
２

階
デ
ッ
キ
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム

の
充
実
、
集
成
材
使
っ
て
工

夫
を
凝
ら
し
た
施
設
で
し
た
。

　

管
理
は
民
間
に
委
託
（
プ

ー
ル
、
ス
キ
ー
場
を
含
め
）

し
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し

て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
事
業

と
し
て
、
運
動
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
推
進
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
た
運
動
教
室
、
運
動

習
慣
の
定
着
な
ど
、
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

利
用
料
は
、
健
康
づ
く
り

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
の
削
減
を
期
待
し
て
無
料

で
し
た
。

②
由
仁
町

　

町
民
温
水
プ
ー
ル
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
に
施
設
が
供
用

開
始
さ
れ
、
平
成
21
年
ま
で

は
町
が
６
月
末
か
ら
９
月
末

ま
で
直
接
運
営
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
運
営
す

る
民
間
企
業
に
指
定
管
理
し

通
年
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
ヵ
月
の
運
営
で
、
１
０

０
０
万
円
の
管
理
費
で
あ
っ

た
が
、
指
定
管
理
を
行
い
、

通
年
営
業
で
の
管
理
費
が
現

在
１
３
０
０
万
円
と
、
１
ヵ

月
当
た
り
の
経
費
が
下
が
っ

て
い
る
と
説
明
で
し
た
。

　

自
主
事
業
も
行
っ
て
お
り
、

指
導
者
派
遣
の
受
託
事
業
、

介
護
予
防
教
室
、
ス
イ
ミ
ン

グ
教
室
、
ダ
ン
ス
教
室
、
ヨ

ガ
教
室
な
ど
に
よ
り
運
営
収

入
を
上
げ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
、
本
町
で
も
指
定

管
理
を
す
る
場
合
の
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
し
た
。

◎
調
査
の
意
見

　

本
町
の
体
育
施
設
の
現
状

は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
学
校
体
育
施
設
を
活

用
す
る
と
い

う
現
状
で
あ

る
が
、
施
設
、

設
備
の
面
か

ら
も
十
分
で

あ
る
と
は
言

え
な
い
状
況

で
す
。

　

寿
都
町
で

は
財
政
面
で

も
豊
か
な
街

で
あ
り
、
施

設
も
整
っ
て

い
た
と
感
じ
、

一
方
、
由
仁

町
で
は
指
定

管
理
制
度
を

有
効
に
活
用
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
生
涯
学
習
だ
け

で
は
な
く
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
の
連
携
し
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

町
民
全
て
の
方
々
が
安
心
し

て
健
康
的
な
日
常
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
日
中
や
冬
期
間

利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
も

今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

・
総
合
体
育
館
の
建
設
概

要
・
運
営
状
況
に
つ
い
て

・
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
状
況
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て(

寿
都
町)
（
由
仁
町
）

◎
調
査
日

　

平
成
30
年
６
月
28
・
29
日

◎
調
査
内
容

　

体
育
施
設
を
有
効
に
活
用

し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
、
先
進
的
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

①
寿
都
町

　

総
合
体
育
館
の
建
設
概
要
、

運
営
状
況
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
よ
り
町
民
体
育

館
を
整
備
し
て
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

委員会報告

寿都町温水プール
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●●議会を傍聴しませんか●●次回は12月13日～14日の予定です。

町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。

　　議場は、役場３階、傍聴席は30席あります。団体の傍聴は、
　　資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111

　（平成 30年９月 14日～ 21日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・原案のとおり認定
・　　　〃
・　　　〃

原案認定
〃
〃

・84,811千円を増額し、総額8,573,975千円とする
・1,046千円を増額し、総額437,046千円とする

原案可決
〃

・時間外勤務手当の算定に際し、給与月額のほか寒冷地手当等を算定基礎に含める改正
・地方税法の改正に伴い指定都市で保育料の差額が生じるため、子ども子育て支援法施行規則が改正され
たことに伴う改正
・上記のほか、町民税所得割の計算から対象外とするふるさと納税（寄付金）控除額等の規定追加が未整
備であったため併せて改正
・町内の一部で施行となった新たな住居表示の実施に伴い、条例で定める施設について住所を改める改正
・　　　　　　　　　　　　　　　　〃
・キャンモアスキービレッジのペアリフト新設に伴い、スキーリフト利用料金を改正

原案可決
〃

〃

〃
〃
〃

・任期満了に伴う高橋重敏氏の選任（再任）
・石本宝子氏の任期満了に伴う岡本美佳氏の任命（新任）

原案同意
〃

・本年７月の豪雨災害に伴う農地災害復旧事業の施行について
・友遊団地第２次宅地造成の道路新設における廃止及び認定

原案可決
〃

・地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく報告

・中心市街地公共公園（拠点避難地）整備工事２工区請負契約（契約金額92,631,600円）

報 告 済

〃

・藤倉智恵子議員より、意見書について趣旨説明 原案可決

・総務文教常任委員会委員長より、調査活動の結果について報告 報 告 済

・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出
・平成30年度上川管内町村議会議員研修会に全議員を派遣する

原案可決
〃

　（平成 30年８月 10日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・19,190千円を増額し、総額8,489,164千円とする 原案可決

・137,950千円を増額し、総額8,469,974千円とする 原案承認

・ラトビア共和国ルーイエナ町との姉妹都市交流事業に大澤議員を派遣する 原案可決
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第３回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

決算認定
・平成29年度　東川町一般会計歳入歳出決算認定について
・平成29年度　東川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
・平成29年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出決算認定について

補正予算
・平成30年度　東川町一般会計補正予算（第５号）について
・平成30年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第１号）について

条 例 等

・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業に係る利用者負担に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・東川町幼児センター条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町第三地区地域センター条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一部を改正する条例の制定について

人事案件
・東川町固定資産評価審査委員会委員の選任について
・東川町教育委員会委員の任命について

そ の 他
案 件

・農地災害復旧事業の施行について
・町道路線の廃止及び認定について

報 告
・平成29年度 東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率につい
て
・専決処分の報告について（工事請負契約の金額の変更について）

意 見 書 ・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書について

調査報告 ・総合体育館建設概要、町民温水プール運営状況、地域スポーツ振興について

そ の 他
・閉会中の所管事務等の調査の申し出
・議員派遣について

全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第５回全員協議会 平成30年７月20日

1）「７月２日から５日にかけての大雨」に係る被害状況について

2）災害復旧関係予算内容(補正予算)について

3）その他

第４回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・平成30年度　東川町一般会計補正予算（第４号）について

その他案件 ・専決処分の承認を求めることについて（平成30年度 東川町一般会計補正予算第３号）

そ の 他 ・議員派遣について
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８月

９月

10月

３日　高校生国際交流写真フェスティバル開会式
　　　写真甲子園2018　表彰式・閉会式
４日　第34回写真の町・東川賞授賞式
４～５日　東川町国際写真フェスティバル・どんとこい祭り
８日　高校生国際交流写真フェスティバル表彰式・閉会式
10日　東川町議会第４回臨時会
　　　３町議会議員交流会（美瑛町）
17日　中央部議会議長会定例会議（東川町）
21日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
22日　全道議会広報研修会（札幌市）
28日　定例会前各常任委員会

３日　平成29年度決算監査講評
　　　北海道神宮神饌田抜穂祭
４日　第７回議会運営委員会
14日　東川町議会第３回定例会（１日目）
16～25日　ラトビア訪問（副講長）
18～19日　常任委員会議案調査
19日　東川日本語学校第６回卒業証書授与式
20日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　　　産業建設常任委員会所管事務等調査（産業振興課・
　　　都市建設課）
21日　東川町議会第３回定例会（２日目）
27日　行政監査（文化レクリエーション課、交流促進課、
　　　東川スタイル課）
28日　秋の交通安全祈願祭

１日　旭川福祉専門学校日本語学科平成30年度10月期
　　　入学式
１～２日　上川・留萌管内女性議員の会（愛別町）
４～５日　上川管内町村議会議長研修会（占冠村）
５日　東川町議会第５回臨時会
９日　議会報編集特別委員会（１回目）
11～12日　産業建設常任委員会所管事務等調査（ニセコ
　　　　　町・洞爺湖町・伊達市）
13日　ひがしかわ株主総会2018
17日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　　　議会報編集特別委員会（２回目）
18日　総務文教常任委員会所管事務等調査（企画総務課）
22～24日　定例監査（平成30年主要施策進捗状況等）
22日　議会報編集特別委員会（３回目）
23日　上川町村議会議員研修会（当麻町）
29～30日　議会運営委員会所管事務等調査（訓子府町・斜里町）

写真甲子園2018

株主による植樹風景

キトウシスキー場ペアリフト工事
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